








要約:学習障害が神経学的な問題を背景にもつことを検討し、さらに適切な指導を考える

基礎的データを得るため 25 名の学習障害と診断された児童に神経心理学的検査として K-

ABC と WISC-R を実施した。その結果、K-ABC と WISC-R で、両検査の下位尺度間で有意な

差をともに示す児童は 9名で、そのうち脳波において異常あるいはボーダーラインと診断

されるものが 7名で、両検査の下位尺度間の有意な差は何らかの神経学的な問題を示す可

能性のあるものと考えられる。


